
※兵庫県民会館　神戸市中央区下山手通4-16-3

※準備の都合がありますので、出席される方は、
　同封のハガキで５月17日（水）までに
　お知らせください。

皆さまからご支援を頂いております「同窓会運営協力金」は、広く同窓会の運営全般に使わせて頂いています。その内容は、事
務局の運営、総会・理事会開催、会報作成・発送、在校生への支援などです。
さて、神港橘高校同窓会も6年目を迎え、より多彩な活動を展開していくために運営協力金がまだまだ必要になっております。
より一層のご理解ご協力をお願い申し上げます。

●発行／神戸市立神港橘高等学校同窓会　TEL（070）1792-2210　FAX（078）579-2210　●編集／同窓会広報部　●印刷／株式会社佐藤印刷所

今年度のゲストは創作モダンダンスの向井 華奈子
　　　　　　　　　　　　　（平成13年卒・神港53回生）さんです。

令和５年度

神港橘高校同窓会神港橘高校同窓会神港橘高校同窓会神港橘高校同窓会

総会の
　 ご案内
総会の
 　ご案内
総会の
　 ご案内

日時　令和5年６月3日（土）
総　会　11時から（受付：10時30分～）
兵庫県民会館9階 「けんみんホール」にて

懇親会　12時から
兵庫県民会館11階 「パルテホール」にて

会費　５，０００円
※神港橘5回生は、参加無料です。
お誘いあわせてご参加ください。
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ごあいさつ ご　挨　拶

昭和45年卒(神港22回生)

同窓会長　杉原　　守

神戸市立神港橘高等学校

校　長　清家　　豊

　同窓会員の皆様には、益々のご健勝のこととお慶び申

し上げます。また、日頃より同窓会の活動に、ご理解と

ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

　３年余りのコロナとの共存も、なんとか終止符が打た

れそうなこの頃ですが、前年度は参加者の軽減は余儀

なくされましたが、同窓会の２大イベント総会・新年交

歓会を実施できました事は、会員の皆様方の深いご理

解の賜と、合わせて感謝申し上げます。

　さて本年度は、神港橘５回生の皆様を迎え入れ、 神港

橘高校同窓会初の会員名簿を発行する予定です。この

会員名簿は、 神港・兵商両校のルーツを、神港橘校生

に知って頂く大切な資料になると確信し取り組んでおり

ます。 私の初期からの目標である「骨太の組識の確立」

及び「新校の充実発展の為に如何に寄与すべきか」 の

第１歩と位置づけ、同窓会名簿作成委員会 ( 井上幹雄委

員長・昭和４１年神港卒）を立ち上げ、 神港・兵商、両

校のご協力により、９月頃には完成発行予定ですのでご

期待下さい。また、ご協力頂きました両校卒業の皆様、

並びに学校関係の皆様にも深く感謝申し上げます。

　一方在校生に目を写すとコロナ禍で楽しみにしていた

修学旅行に行くことができなかった ３・４・５回の卒業生

の皆様には、特別卒業記念品（タンブラー or ボトル）

を同窓会から進呈させて頂きました。

　最後になりましたが、会員の皆様方の増々のご健勝と

ご活躍をお祈りし、本年度 6 月 3日の総会には、たくさ

んの皆様方との再会を祈念し、私の挨拶とさせて頂きま

す。

　すがすがしい春の季節となりました。神港橘高等学校
同窓会会員の皆様には、平素から本校の教育活動へのご
支援・ご協力をいただき、心より感謝申し上げます。在
校生たちは、同窓会様からの温かいご支援により、日々
充実した学校生活を送り、またその成果が地域や行政を
はじめ多方面より高く評価されていますことに改めて
お礼を申し上げます。
　私は平成 30年度より３年間、この神港橘高等学校に
教頭として勤務しました。そして今年度、校長として着
任したのも何かのご縁だと感じています。ぜひよろしく
お願いします。上述の通り、本校の教育活動の成果は目
を見張るものがあります。前任校に勤務中も本校のホー
ムページを閲覧し、その成果を我がことのように喜ばし
く感じていました。学校として、この勢いを止めること
なくさらなる飛躍を目指す今年度、微力ではありますが
その流れに貢献できればと思います。
　現在は「先行きが不透明で、将来の予測が困難な状態」
という意味で、「VUCA」時代ともいわれます。AI の進歩
により、10～ 20 年後には日本の労働人口の半数がつ
いている職業が AI やロボットに代替される」という
オックスフォード大学の調査結果も数年前に発表され、
度々引き合いに出されています。しかし AI も万能では
なく、これまでのデータがないもしくは乏しい事案に関
する対応は得意ではないとされています。それは我々人
間にとっても同じですが、課題の本質を見極め、これま
でに経験のない現象に対しても、創造力を働かせ判断・
決断する力が、これからの社会を支えていく人材には求
められます。そして、Society 5.0 を迎える時代、我々人
間により求められるものは、様々な能力の中でも「人間
らしさ」ではないかと考えます。相手の気持ちを慮って
行動する、意見の食い違う場面では解決のために妥協案
を見出す、そんな人間らしさを大切にする人間教育を学
校として展開していきたいと考えます。
　これまでの３年間、新型コロナウィルス感染拡大防止
のために、学校活動も多大な影響を受けてきました。し
かし、その制限も少しずつ緩和されるようです。コロナ
禍以前よりも生徒の活気に満ちた神港橘高等学校と
なっていく姿を、同窓会の皆様には引き続き温かく見
守っていただきたいと思います。今後ともご支援とご協
力をよろしくお願いします。



「モダンダンス」

表紙紹介 新任教員
「愛嬌にあふれた神港橘高生」

眞部　晴菜
　まず、教師1年目の私にとって、初任校が神港
橘でよかったと感じています。まずは校舎の綺麗
さに驚きましたし、なにより神港橘高生のあたた
かさは不安でいっぱいの私の心に安心感を広げて
くれました。彼らと話すことは今の私の元気の源
であり、毎日生徒たちに会えることは私が学校と
いう場所で働く理由の一つです。また、普通科の
高校出身のため、商業科の検定などにはまったく
疎かったのですが、「勉強が嫌いだ」と言いなが
らも検定に向けて朝早くから遅くまで一生懸命に
取り組む生徒たちの姿は私のモチベーションに繋
がっています。
　高校生は心身ともに成長していく激動の時期で
あり、勉強や部活動、人間関係、進路など、悩み
ごとは尽きません。「今」を生きている生徒たち
にとって、将来は見えにくいものかもしれません
が、今悩んでいることはどれも糧として自分の中
で生きてきます。これからもたくさん悩みなが
ら、将来に向けて自分らしく、自分のペースで走
り続けてほしいです。

平成13年卒（神港53回生） 向井　華奈子
　神戸を中心に活動しているモ
ダンダンススタジオ藤田佳代舞
踊研究所にダンサー兼教師とし
て所属しています。幼少の頃に習
い事としてはじめたモダンダンス
ですが、今は仕事となっていま
す。神港高校在学中から放課後

に指導者として、また、ダンサーとしても舞台に立ち
公演活動をしていました。
　昨年11月には3回目となる自身のリサイタルを開
催しました。モダンダンスは創作舞踊です。構成か
ら振付、全てオリジナルの作品を創作します。今回、
私が創作した「時の庭－交差する空間」は舞台上で
真言宗の僧侶が唱える'声明'に合わせて藤田佳代舞
踊研究所のダンサーが踊るという、他にはない舞踊
作品となり、観客からも大変ありがたい感想もいた
だくことができました。高校の同級生も子どもを連
れて観に来てくださっていて、子ども達も'声明'との
コラボレーション作品に興味津々で観てくださった
ようでした。私の考えた作品のテーマからも未来あ
る子ども達の心に'何か'を残せていたら。こんな嬉し
いことはないな。とありがたく感じています。モダン
ダンスは商業芸術ではありませんので、公演活動を
維持していくことは決して容易いことではありませ
ん。けれど、どんなに困難でも表現することを止め
ず舞踊を通して'何か'を発信し続けたいと改めて感
じました。
　また、モダンダンスは創作舞踊ですので、自分の
カラダと向き合い、表現しようという想いがあれば
踊ることが出来る舞踊です。いつからでもはじめる
ことが出来る舞踊だと思います。
観るもよし！踊るもよし！
　もし、ご興味がありましたら藤田佳代舞踊研究所
を検索してみてください。
　そして、観たい！と呼んでくだされば踊りに参ります！



神戸市立神港橘高等学校 第５回生　表彰者一覧

9種目
　　 5組 森  奈桜
8種目
　　 6組 角間  初妃

5種目
　　 1組 北谷  爽　　　　  1組 伊藤  佳奈　　　  1組 岩村  優哉　　　  1組 牧野  優生　　　  3組 有水  咲稀　
　　 3組 佐藤  周作　　　  4組 池田  桧奈　　　  4組 岡本  陸玖　　  　4組 川島  樹希　　　  6組 大西  信人
　　 8組 上林山  葵

4種目
　　 1組 畑尾  桃乃  　　　1組 赤尾  陽菜　　　  1組 梅田  大翔　　　  1組 川井  一哉　　　  1組 嶋田  里穂
　　 2組 川井  一志　　　  4組 川畑  友梨奈　　  4組 西田  光輝　　　  4組 藤本  和真　　　  4組 宮  柚奈
　　 4組 由元  駿　　　　  5組 鷺岡  洋介　　　  6組 秋元  大貴　　　  6組 賀川  胡春　　　  6組 萩原  里紗
　　 6組 元  ひゆう　　　  6組 林  優希　　　　  6組 政井  楓佳　　　  6組 妻鹿  督　　　　  7組 砂原  彩花
　　 7組 森下  天太　　　  8組 武田  賢造　　　  8組 濱岡  恋幸

3種目
　　 1組 上村  温大　　　  1組 家𦚰  美友花　　  1組 泉  ちさと　　　  1組 井上  和香奈　　  1組 岡田  悠茉
　　 1組 小浦  琉以　　　  2組 岸  愛梨　　　　  3組 石元  愛海　　　  4組 秋定  佳乃子　　  4組 小清水  遼真
　　 4組 千原  大輝　　　  4組 冨田  直太郎　　  4組 山中  遥斗　　　  4組 和田  真理慕　　  5組 上村  大河
　　 5組 國廣  香乃　　　  5組 小西  ひなた　　  5組 田辺  星南　　  　5組 長﨑  秀平　　　  5組 松本  友優
　　 6組 和泉  咲良　　　  6組 光岡  龍平　　　  7組 明芝  乃愛　　  　7組 麻田  陸帆　　　  7組 大橋  さくら
　　 7組 坂口  絢香　　　  7組 髙橋  翔吾　　　  8組 片山  響月　　  　8組 神谷  なりあ　　  8組 河端  ちなつ
　　 8組 國谷  七海　　　  8組 関  星乃　　　　  8組 堀本  陽向　　  　8組 三井  心那　　　  8組 山本  心結

【全国産業教育振興中央会御下賜金記念優良賞】

【外部表彰】

5組 森  奈桜

【全国商業高等学校協会賞】
8組 上林山  葵

【兵庫県高等学校商業教育協会成績優秀者賞】
3組 有水  咲稀

【兵庫県産業教育振興会優良賞】
1組 北谷  爽 2組 川井  一志 3組 石元  愛海 4組 岡本  陸玖 5組 鷺岡  洋介
6組 大西  信人 7組 森下  天太 8組 濱岡  恋幸

【神戸市立高等学校産業教育表彰】
1組 岩村  優哉 4組 川畑  友梨奈 6組 秋元  大貴 7組 砂原  彩花

同窓会では、総会で4種目以上合格者を表彰しています

全国商業高等学校協会検定1級の内容

▼珠算・電卓実務検定試験1級（そろばん）
▼珠算・電卓実務検定試験1級（電卓）
▼簿記実務検定試験1級
▼英語検定試験1級
▼商業経済検定試験1級

▼ビジネス文書実務（ワープロ実務）検定試験1級
▼情報処理検定試験1級（プログラミング部門）
▼情報処理検定試験1級（ビジネス情報部門）
▼会計実務検定試験

【全国商業高等学校協会検定１級】

全国商業高等学校協会検定
全種目1級合格

5組　森 奈桜

快挙！　　９冠達成



1組 北谷 爽　　  1組 赤尾 陽菜　  1組 伊藤 佳奈　  1組 嶋田 里穂　  3組 有水 咲稀　  3組 石元 愛海　  4組 川島 樹希

4組 川畑 友梨奈  4組 藤本 和真　  4組 山中 遥斗　  5組 小西 ひなた  5組 鷺岡 洋介　  5組 三原 沙月　  5組 三村 奈々

5組 森 奈桜　　  6組 秋元 大貴　  6組 大西 信人　  6組 賀川 胡春　  6組 角間 初妃　  6組 林 優希　　  6組 政井 楓佳

6組 妻鹿 督　　  7組 明芝 乃愛　  7組 大橋 さくら   7組 落合 由菜　  7組 森下 天太　  8組 上林山 葵　  8組 河端 ちなつ

8組 三井 心那

1組 上村 温大　  1組 北谷 爽　　  1組 畑尾 桃乃　  1組 赤尾 陽菜　  1組 家𦚰 美友花  1組 泉 ちさと　  1組 伊藤 佳奈
1組 井上 和香奈  1組 岩村 優哉　  1組 梅田 大翔　  1組 岡田 悠茉　  1組 川井 一哉　  1組 小浦 琉以　  1組 嶋田 里穂

1組 牧野 優生　  2組 川井 一志　  2組 岸 愛梨　　  3組 有水 咲稀　  3組 石元 愛海　  3組 佐藤 周作　  4組 秋定 佳乃子

4組 池田 桧奈　  4組 岡本 陸玖　  4組 川島 樹希　  4組 川畑 友梨奈  4組 小清水 遼真  4組 千原 大輝　  4組 冨田 直太郎

4組 藤本 和真　  4組 宮 柚奈　　  4組 山中 遥斗　  4組 由元 駿　　  4組 和田 真理慕  5組 上村 大河　  5組 國廣 香乃

5組 小西 ひなた  5組 鷺岡 洋介　  5組 田辺 星南　  5組 長﨑 秀平　  5組 松本 友優　  5組 森 奈桜　　  6組 秋元 大貴

6組 和泉 咲良　  6組 大西 信人　  6組 賀川 胡春　  6組 角間 初妃　  6組 萩原 里紗　  6組 元 ひゆう　  6組 林 優希

6組 政井 楓佳　  6組 光岡 龍平　  6組 妻鹿 督　　  7組 明芝 乃愛　  7組 麻田 陸帆　  7組 大橋 さくら  7組 坂口 絢香

7組 砂原 彩花　  7組 髙橋 翔吾　  7組 森下 天太　  8組 片山 響月　  8組 神谷 なりあ  8組 上林山 葵　  8組 河端 ちなつ

8組 國谷 七海　  8組 関 星乃　　  8組 武田 賢造　  8組 濱岡 恋幸　  8組 堀本 陽向　  8組 三井 心那　  8組 山本 心結

1組 岩村 優哉　  4組 川島 樹希　  4組 小西 結衣　  5組 河上 明妃華  5組 長﨑 秀平　  6組 木南 桃花　  6組 久保 侑加
6組 寺谷 壮太　  6組 妻鹿 督　　  7組 麻田 陸帆　  7組 内 可里奈　  8組 関 星乃

学習成績の部

検定の部

特別活動の部

みらい賞（学校賞）

「神戸市立高等学校体育連盟賞」
優秀選手賞

◆ 体　　操　　　　6組　近兼 永都　　　　　　　◆ 卓　　球　　　　4組　川島 樹希 

◆ 硬式野球　　　 7組　横山 竜青
◆ サッカー　　　　5組　松本 友優
◆ 柔　　道　　　 5組　河上 明妃華
◆ 体　　操　　　　5組　中井 真琴
◆ 卓　　球　　　　6組　妻鹿 督
◆ 陸上競技　　　　6組　西本 葵
◆ 水泳競技　　　　2組　高橋 紅葉
◆ バスケットボール　4組　上野 真怜 

ベストメンバー賞
◆ ダンス　　　　　5組　布施 莉央　　6組　林 優希
◆ バレーボール　　5組　森本 未来　　7組　大橋 さくら
◆ ハンドボール　　1組　吉田 明穂　　4組　福井 彩月
◆ ソフトボール　　1組　畑尾 桃乃　　2組　大上 瑠菜
　　　　　　　　　 2組　小嶋 心星　　3組　山岸 結衣
　　　　　　　　　 5組　田中 恵理奈　7組　嵯峨 伊織

●神戸市立神港橘高等学校　第5回生　同窓会幹事●
同窓会理事（代表幹事）　　　　　　　　　横山　竜青 　　　　  布施　莉央

幹　事 1組 村上　義翔 梅田　大翔 2組 樋口　玲愛 湯本　愛瑠

3組　佐藤　周作 安田　愛琉 4組 下之薗 美咲 中谷　七穂

5組 中島　一輝 布施　莉央 6組 田村　　涼 古米 このか

7組 岡本　優海 横山　竜青 8組 片山　響月 神谷 なりあ



令和 4年度収支決算書令和 4年度収支決算書

科　目 予算

科　目 予算

科　目 予　算 決　算 比較増減

費　目 予　算 決　算 比較増減

令和4年４月１日～令和5年3月31日 令和5年４月１日～令和6年３月３１日

（収入の部） （収入の部）

（支出の部）（支出の部）

【次期繰越金　預金明細】

【記念事業積立金】

みなと銀行兵庫支店

みなと銀行兵庫支店（定期預金）
受取利息

みなと銀行兵庫支店（学校）
ゆうちょ銀行（協力金口座）

会　計
以上、適正に処理されていることを確認しました。

令和5年３月 31日 監査役

監査役

令和５年度  予算（案）令和５年度  予算（案）

準 会 員 会 費
前年度繰越金

協 力 金
総 会 会 費
事 業 収 入
広 告 料
寄 付 金
受 取 利 息
収 入 合 計

総 会 費
理 事 会 費
事 業 費
事業費運営費小計
会 報 印 刷 費
会 報 発 送 費

在校生関係費
事 業 費 小 計
人 件 費
通 信 費

総 会 費
理 事 会 費
事 業 費
事業費運営費小計
会 報 印 刷 費
会 報 発 送 費

在 校 生 関 係 費
事 業 費 小 計
人 件 費
通 信 費
事 務 消 耗 品 費
事 務 費 小 計
慶 弔 費
雑 費
予 備 費
諸 支 出 小 計
記 念 事 業 積 立 金
積 立 金 小 計
支　　出　　合　　計
次 年 度 繰 越

ホームページ維持管理費ホームページ維持管理費

前 年 度 繰 越
準 会 員 会 費
協 力 金
総 会 会 費
事 業 収 入 費
広 告 料
寄 付 金
受 取 利 息
収　　入　　合　　計

事務消耗品費
事 務 費 小 計
慶 弔 費
雑 費
予 備 費
諸 支 出 小 計
記念事業積立金
積 立 金 小 計
支 出 合 計
次 年 度 繰 越

3,000,000
1,000,000

3,136,700 136,700
5,418,039 5,418,104 0

1,107,259 107,259

1,000,000 458,000
375,000 -525,000

450,000

900,000

440,000
0 0

-10,000
-542,000

0
10 14 4

11,768,049 10,935,012 -833,037

1,300,000 -753,873
30,000 15,200

447,000
-14,800

1,000,000 -553,000
-1,321,6732,330,000

550,000 495,770

546,127

-54,230

306,136

-55,7852,500,000 2,444,215

1,306,136

1,008,327

150,000
1,000,000

142,402 -7,598

4,200,000 4,388,523 188,523
700,000 301,460 -398,540
250,000 299,093 49,093
100,000 30,821 -69,179
1,050,000 631,374 -418,626
50,000 0

-1,000
-1,000

-50,000
23,22010,000 33,220

100,000 -100,000
160,000 33,220

0
-126,780

7,741,000

1,000
1,000

0
0

6,061,444
4,027,049 4,873,568

-1,679,556
846,519

30,000
1,000,000

1,300,000

2,330,000
550,000
2,700,000
150,000
1,000,000
4,400,000
700,000
250,000
100,000
1,050,000
50,000
50,000
100,000
200,000
1,000
1,000

7,981,000
3,192,578

479,725

4,000,000
68

1,553,800
2,840,043

4,873,568

4,000,068

南條　貴代子　㊞

澤田　憲志　㊞

藤井　克利　㊞

3,000,000
4,873,568

1,000,000
900,000
1,000,000
400,000

0
10

11,173,578



令和 4年度　同窓会事業報告令和４年度　同窓会事業報告 令和 5年度　活動方針と事業計画（案）令和 5年度　活動方針と事業計画（案）
　会則第２条に記載されている「会員相互の親睦を図り、
母校の発展に寄与し、社会に貢献すること」を目的として、
以下のような活動方針のもと事業を進めて参ります。
１　会員相互の親睦と会の充実に関する事業
　  ①総会、各部会の充実
    ・若い会員、女性会員の参加を増加させる新年交歓会      
　　　など各種会合を企画・開催し親睦を図る
　  ②同期会などの活性化
　　・同期会、クラス会、各活動部ＯＢ会の支援
　　・同期会などの情報提供
　  ③情報発信の向上
　　・会報「神港橘」の発行配布
　　・ホームページの効果的運営
　　・会員情報の収集と発信
　　・ＳＮＳによる情報発信と情報交換
　  ④同業・異業種の交流
　　・各種部会・同好会の開催、交流・親睦の場の提供
　  ⑤事務局の体制強化
　　・同窓会運営協力金制度の拡充
　　・同窓会名簿の整備
　　・事務処理体制の向上
2　母校の発展を支援し絆を深める事業
　  ①母校の諸行事への積極的参加
　　・教育活動、講演会、研究発表会などの母校の催事への協力
　　・各方面での優秀生徒表彰
　  ②生徒活動の支援
　　・生徒活動全般にわたる支援体制の強化

4.04.08
4.04.16
4.04.19
4.05.17
4.05.21
4.06.04
4.06.18
4.07.13
4.07.16
4.08.06
4.08.20
4.09.17
4.10.12
4.10.15
4.11.19
4.11.26
4.12.17
5.01.21
5.01.28
5.02.18
5.02.24
5.02.25
5.03.18
5.03.25

神港橘高校入学式
第1回　理事会
会報「神港橘」第4号発行
第9回神港橘ゴルフコンペ
第2回　理事会
神港橘高校同窓会第3回総会
第3回　理事会
第5回神港橘ボウリング大会
第4回　理事会
納涼会
第5回　理事会
第6回　理事会
第10回神港橘ゴルフコンペ
第7回　理事会
第8回　理事会
忘年会　【神戸食堂・はあとす】
第9回　理事会
第10回　理事会
新年交歓会　【楠公会館】
第11回　理事会
同窓会入会式
神港橘高校第5回卒業式出席
第12回　理事会
花見会

2名
16名

約25000部
中止
15名
77名
10名
中止
10名
中止
12名
中止
中止
11名
17名
24名
12名
17名
43名
中止
1名
3名
15名
中止



●● ソフトボール部 ●●

部活紹介

No.5

シリーズ

●● 美術部 ●●

　私たちソフトボール部は、5月に開催される
「兵庫県高等学校総合体育大会」で最高の試合
ができるように、日々練習に取り組んでいます。
1年間に６大会（春・秋に3大会）ある公式試合の
中でもこの大会は選手にとっては特別な思い
があり、強豪チームの多い兵庫県では、豊岡市
の但馬ドーム球場等において、白熱した試合が
繰り広げられます。
　本年度5月から新チームとなり、いろいろな
ことに目標をもって取り組んできました。夏休
みには、筋力アップと練習への理解・意識・継続
を心がけて練習をしました。一年を通じて、各
種検定資格取得のための放課後の活動や、学
校独自のカリキュラムである「インターンシッ
プ」や「ボランティア活動」などがあり、忙しい
学校生活の中でも一生懸命に部活動に取り組
んでいます。近年は、部員数が少なく、感染症
の流行などもあり、試合や練習にも工夫が必要
なことが多くありましたが、少人数を活かして
積極的に練習に取り組んでいます。
　現在、選手は８名です。４月から新入部員を迎
えることを楽しみにしています。今後、高等学
校での部活動のあり方も変わっていくようです
が、諸先輩方が培ってこられたソフトボールへ
の熱い思いをつないでいきたいと思っていま
す。これからもご声援いただけますようよろし
くお願いいたします。

　私たち美術部は、個人制作を中心に活動し
ています。個人制作では、文化祭へ展示する
だけでなく、外部への展示もしており、中に
は兵庫区から依頼されたポスターを作ることも
あります。部員は１年生 4 名のみと少ないです
が、その少人数を活かした平面制作、立体制
作と一人ひとりが興味のある分野での活動を
中心に行っています。基本的には、個人で活
動をするので、部員同士が共同して作品制作
をすることは多くありませんが、活動中が絶え
ず和気あいあいとした雰囲気で、とても楽し
く活動ができています。新学期に入学してくる
新入生が一人でも多く部に入部していただけ
るように、美術に興味を持ってもらえるような
作品制作に取り組んでいきたいと思います。
コンクールでの入賞や外部から依頼される作
品制作にも力を入れ、画力向上にいっそう努
めていきたいと思いますので、これからも美
術部への応援をよろしくお願いします。



●● 卓球部 ●●●● サッカー部●●

　サッカー部は、3年生8名、2年生13名（マネ
ージャー3名含む）、1年生16名（マネージャー3
名含む）で活動しています。「応援してもらえる
チーム（人）になる」ことを目標に、学校のルー
ルを守る、自主的に練習の雰囲気を作る、勉強
（検定学習）に精一杯取り組むということを意
識して生活を送っています。そして、過去の先
輩方が築いてくれた伝統を引き継ぎ、さらに伝
統を築いていけるよう日々頑張っています。
　令和4年度の成果はたくさんありました。大
きなものとしては、開校以来初めて新人戦で県
大会出場、リーグ戦では神戸市1部リーグに昇
格したことです。人数は多くありませんが、優し
く逞しい3年生が全員10月に行われる高校サッ
カー選手権大会まで残ってくれたおかげで、1・
2年生が大きく成長できました。高校生活最後
の最後まで部活と勉強を両立するという橘サッ
カー部の伝統は初年度から引き継がれていま
す。今後もこの伝統を引き継ぎつつ、さらに上
のステージを目指して一致団結して頑張って
いきたいと思いますので、今後とも応援どうぞ
よろしくお願い致します。

　卓球部は現在１年生男子４名女子２名、２年
生男子６名女子２名の計１４名で活動していま
す。
　今年の１年生６名は全員中学生の時から何度
か練習に参加してくれており、卓球を頑張りた
いと神港橘高校に入学してくれた部員達です。
今年度も「応援される選手、応援されるチー
ム」をスローガンに日々の練習に取り組みまし
た。目標にしていた男女揃っての近畿大会出
場は果たせませんでしたが、男子の学校対抗
で近畿大会に出場することが出来ました。女
子も神戸市で準優勝、県ベスト１６と近畿大会
まであと１歩なので、来年度こそは男女揃って
近畿大会以上を狙います。神港橘高校卓球部
は、公式試合での会場準備や片付けを積極的
に行うようにしており、技術面以外での学びの
機会が多くあります。今年度も小学生以下の
全国大会での補助員を務めました。様々なこ
とを任せてもらえていることに感謝の気持ちを
持ってこれからも取り組んでいきたいと思いま
す。



２年１組　松岡　幸村

沢山の生徒さん達から、感想文を頂きまして
有難うございました。
紙面の都合上、全て掲載が出来ませんでした。

２年１組　曽木　咲月 　神港橘に入学した理由で、推薦入試の時に高校生ホテ
ルをしたいといって約１年半たち、1年生の3学期活用
コースを選び、２年生になり１学期から早速高校生ホテ
ルの準備にかかり夕食のメニューを決めたりして、11月
17日その目標を達成することができました。
　最初は何もわからないままに先輩がどんなことをして
いたのかそのヒントただ一つだけを頼りに手探りのまま
始まりました。１学期は、高校生ホテルの広告やほかの
ホテル会社を見て、高校生ホテルでどんなおもてなしを
すればよいのか、様々な手段を使って高校生ホテルの準
備の準備をしていました。そして２学期、高校生ホテル
本番へと本格的に、活動が始まりました。ディナーメ
ニューを1人１個考えて、全員が考えたメニューの中か
ら良い１品を選び、最高なコースメニューを考えること
ができたのではないかなと思います。また、そのメ
ニューを考えるのと並行に研修も徐々に増え、だんだん
本番に近づいているのが実感することができました。僕
は、客室清掃と調理補助の２つの役割を担いほぼ調理補
助は研修はなかったですが、客室清掃の研修は大変でし
た。１回目の研修は、何もわからないまま教えてもらい
やったのですがとても下手で、難しいと難じるところが
たくさんありました。
　しかし、２回目３回目となると徐々にうまくなってい
き最後の研修の際には、岡さんに「君には教えることは
ないと。」言っていただきとてもうれしかったです。研

修も土日に行ったり、部活を外れたりして、すごく大変
でしたがよい経験をすることができました。
　本番当日、僕は16時からの調理補助からでしたが淀井
さんに頼まれて９時からの客室清掃から始まりました。
最初、いった瞬間から注意を受けてよい始まりを迎える
ことができませんでした。また、仕事の段取りも悪く途
中で抜けたり最後は少数人でとりあえず高校生ホテル用
の客室を用意することができました。僕は休憩した後調
理補助の仕事に行きました。そちらのほうの仕事は研修
でやったようにスムーズに仕事をこなすことができまし
た。また、淀井さんにホールで両親にパンを持っていき
なと言われ、ジャージ姿で恥ずかしかったですが、良い
姿を見せることができました。一日目の仕事が終わった
のがもう９時を回っていて12時間働いてものすごく疲れ
ていました。
　２日目は、客室清掃のみで９時から入りました。その
時は多少の注意は受けましたが仕事を始めることができ
ました。２日目は岡さんもいて岡さんに「君がいたら心
強いよと。」言われやる気が出てきて、完璧なベットメ
イキングをすることができました。2日目は人数も多く
素早く仕事を終えることができて、より達成感を感じる
ことができました。
　この高校生ホテルを通じて、仕事のしんどさや達成
感、楽しむこともできました。また、淀井さんにはずっ
と「松岡君、明日も来るよね」といった声もかけてくだ
さったり、とてもうれしかったです。高校生ホテルは、
高校生活、人生においてとてもいい経験をすることがで
きてよかったと思います。この経験は将来のために生き
たらいいなと思いました。 

ると不安がつのりました。しかし、不安だったからこ
そ気をつけていると、周りを見る癖がついてきまし
た。
　そして17日。少し緊張しながら、18時にほぼ席が埋
まり、ついに始まったのだと思いました。感じていた
不安を思いながら対応し、忙しかったですが、あっと
いう間に感じました。
　高校生ホテルをして感じたことは「ありがとう」と
言ってもらったときにうれしくなることです。よく感
謝をされるとうれしくなるといいますが、それが本当
なのだと実感しました。そしてこの言葉がやりがいに
つなげることができました。

　この高校生ホテルは、まあ私が中学生のころ、高校
説明会のときに知りました。そのときは「すごい」と
思いながら自分が同じように高校生ホテルに参加して
いるとは思っていませんでした。
　高校１年生のとき活用コースを選び、2年生になって
から淀井さんの説明を受けたとき、中学生のときに憧
れたことを思い出しました。しかしまだ実感のないま
までした。
　そして実際にホテルでの研修が始まったときはとに
かく緊張しました。淀井さんに歩き方を見てもらった
ときのことを思い出すと、今でも緊張してしまいま
す。
　でも、グラスやお皿の出し方は飲食店でアルバイト
をしているため、安定して出すことができました。そ
してそれが自信につながりました。
　この初めての研修から高校生ホテルをやることの実
感が生まれてきました。それと同時に、ホテルという
場所で働く大変さも痛感しました。
　ホテルはとにかくお客様のことを考え、おもてなし
を提供することは、普段自分を中心に生活してきた私
には難しかったです。
　このような悩みを抱えながら、研修を繰り返し、レ
ストランで実際に料理を出すとき、どんどん悩みが不
安に変わりました。
　料理を出してから、戻るときに他の歩いているお客
様にあたってしまいそうになったときがありました。
そのときに本番、お客様がたくさんいることを想像す

２年１組　笠野　若菜
　高校生ホテルをしたくて私はこの活用コースにき
て、不安や緊張でいっぱいだったけど、本番当日では
しっかりと自分の役目を果たすことができたので良
かったと思います。高校生ホテルも大成功を収めるこ
とができたと思いました。
　本当はレストランとして人の前に立つはずでした
が、レストランの事務が難しくて、お出迎えの業務に
当日つくことになりました。そのことをお母さんに報
告すると、「“いらっしゃいませ”というあいさつの
言葉はそのホテルの第一印象でとても大切」だと言っ
てくれて頑張ろうと思っていたけど、もっと頑張ろう
と思えました。
　正直言うと、ずっと立っているお出迎えの業務はと
ても足が痛くてしんどかったです。フロントもそうだ
し、長時間ずっと立っていられるホテルの従業員の方
をとてもすごいと思いました。私は普通の靴で立って
いたけど、フロントの方ならヒールを履いて立ってい
たので靴を履くよりも足が痛くなるはずなのにそんな
素振りを一切見せず、笑顔でお客様の対応をしていて
すごいと、ただ純粋に思いました。
　最初は二日間なんて長いな～、と思っていたけど二
日目になってみると「あれ？もう終わり？」と思って
しまって「もっとやっていたい」と思いました。高校
生ホテル本番までは緊張して「まだ来ないでほしい
…！」と思っていたのが本番になってみると「もう一
回したい！」という思いに変わりました。
　また、レストランをできない分何か私にできること
はないかと考えマスクを作ることにしました。布を買
いそろえたり、その他必要なものを買いそろえたりす
るのにとても時間がかかってしまってあまり個数を作
ることができなかったけど先生方にマスクケースを
作って渡しました。日にちが迫っていたのでなにか簡
単に作れるものはないかとインターネットで調べてい
ると、裁縫のりで作れると書いてあってすぐに「これ
だ！」となりました。食事をしているときにマスク
ケースを私に行くと「ありがとう」ととても喜んでく
れているようでとてもうれしかったです。
　研修では、トレイの上にコップを置いてテーブルに
置くときの仕方、ナイフ・フォークの並べ方、お皿の
出し方などたくさんのことを学びました。お皿やナイ
フ・フォークの配置がうまくいかなかったりしたけ
ど、同時にその分できたことも少しあって、それがと
ても嬉しかったり楽しかったりしたことを今でも鮮明
に覚えています。
　「宴会に行って」と、とある研修の時言われて一瞬
「聞き間違いか何かかな？」と思ったけどどれが聞き
間違いじゃなかったようで宴会の研修になったことも
ありました。実際現場に立つとホテルで働いている方
が優しく教えてくださったり、大きなミスをすること
はなく宴会の接客を終えることができました。また、
つたないは以前にもかかわらず、話しかけてくださっ
たり、料理を置くと「ありがとう」と言ってくださっ
たりとても心が温かくなりました。
　レストランやフロントのように表立って何かをする
ことはできなかったけど、こうして裏方でもいいから
高校生ホテルという一つの行事にかかわれたことがと
てもうれしいです。研修も楽しいことばかりではあり

ませんでした。つらいこともあったし「なんでこんな
に自分はできないのだろう」と自分が嫌いになったこ
ともありました。でも、今、こうして高校生ホテルと
いう行事が終わり改めて今までを振り返ってみるとつ
らかったこともうれしかったことも今の私の糧となっ
ています。高校生ホテルがあったから最後までやり遂
げることの大切さを改めて知ることができたと思いま
す。こうして私が…いえ、私たちが大成功を収めるこ
とができたのは一緒にこの日のために頑張ってきた仲
間たちがあったからです。仲間の存在の偉大さを知る
機会になりました。
　この高校生ホテルの経験を活かしこれからの進路に
役立てていきたいと思います。

「高校生ホテルを体験して」「高校生ホテルを体験して」「高校生ホテルを体験して」



令和6年

令和5年 ◎イベントに参加希望の方は、お名前と卒業年
　 (又は卒業回)､メールアドレスを書いて、
　以下のいずれかにお申し込み下さい。
　
◦神戸市立神港橘高等学校同窓会事務局
　 moc.liamg@iakosodanabihcatoknihs ： liam-e

　FAX：078-579-2210
◦西銘　睦子 （昭和40年卒･兵商08回生）
　TEL：080-5333-1573

　TEL：070-1792-2210

◦塩芳　数也 （昭和45年卒･神港22回生）
　TEL：080-6226-3213

◎上記以外にも、皆さんが楽しめるイベントを計画しています。ご希望ご意見などがありましたら、
　お寄せください。
◎お友達をお誘い合わせのうえ、多数のご参加をお待ちしています。
◎詳細は、決まり次第、ホームページなどでお知らせします。

6月  3日(土)

7月12日(水）
総会・懇親会（県民会館）

8月  5日(土)
第5回神港橘ボウリング大会

9月  9日(土)
納涼会
ミニ旅行

10月17日(火) 第11回神港橘ゴルフコンペ

11月25日(土) 忘年会

1月27日（土） 新年交歓会

3月23日（土） 花見会

令和5年度　イベント等の予定令和5年度　イベント等の予定

令和5年度　理事会開催予定　令和5年度　理事会開催予定　

毎　月 神戸婦人会館･兵庫区役所などの会議室第3土曜日14時から



「神港橘高等学校同窓会発展を祈念して　～雑感～　」 
神港高校元校長　榎　昭平

　昨年の総会はコロナ禍で大変な時期、執行部の
用意周到な計画のもと盛大に実施されました。そ
のご努力に対し、まず初めに感謝申し上げます。
　私は2004(平成16)年3月、神港高校校歌「茅渟
の浦波～」の軽快なメロディーに送られて教職生
活を終えました。もう足掛け20年前のことになり
ます。
　さて今、全国的に少子化に起因する大々的な統
廃合が進んでいますが、神港橘高校もその流れの
中で、新時代の要請と神港高校及び兵庫商業高校
が蓄積してきた長所を持ち寄り、地域に愛される
高校を目指し開設されたものと承知しています。
　新高校の開設に遅れることなく、両校の同窓会
役員の方々が速やかに協議し、新同窓会を見事に
立ち上げ、今日に至っていますが、軌道に乗りつ
つあるときにコロナ禍に襲われました。
　今後の課題が何であるかは私には分かりません
が、同窓生の交流や神港橘高校発展に資するべ
く、慌てず急がずじっくりと取り組んでいただき
たいと思っています。
　同窓会会員の皆様には出身校の違いがありま
す。そこで、ある程度の相互の歴史を知ることは
同窓会発展のためには必要不可欠なことと思い、
少しばかり紹介させていただきます。
神港高校は明治40年私立神港商業学校として開校
し、3年後に市に移管。第一神港商業学校時代や
戦後の学制改革で市立女子商業の流れを持つ湊商
業高校と合流の後、総合制の神港高校が開設さ
れ、以降67年間にわたって歴史を紡いできまし
た。この間一貫して、校訓「世界は我が活動場な
り」の下に商業教育を推進してきた歴史を有して
います。
　兵庫商業高校は昭和3年私立北神商業学校とし
て誕生。時代の要請もあって工業系高校・学科を
設置・併設した時期もありましたが、昭和22年に
市立に移管し、旧制中学校を併設した市立第一北
神商業学校となり、翌年学制改革で高校となりま
す。その後6年間の総合制鈴蘭台高校を経て、昭
和30年に兵庫商業高校となりました。兵庫商業高
校を含めて定時制の併設・廃止が繰り返されまし
た。しかし、こちらも商業教育が途切れることは
ありませんでした。
　このように両校は長い歴史を有し、幾万の有為
な人材を輩出してきました。神港橘高校同窓会は
116年を超える歴史を背負って今ここにありま

す。歴史を静かに振り返りつつ、相互理解を一層
進めていただき、押しも押されもせぬ同窓会に発
展されますよう心より期待しています。
　兵庫商業高校は統合移転で鈴蘭台の地を離れま
したが、神港橘高校の校門内には兵庫商業高校の
象徴であった「橘」が鈴蘭台の地から移植され、
新高校の新たなシンボルとして馥郁とした香りを
漂わせています。卒業生の皆さんには鈴蘭台の地
での思い出を「橘」に寄せつつ、同窓会行事等の
機会を得て、思い出話に花を咲かせ、同窓会やそ
れぞれの新しい時代への夢を語り合っていただけ
るならば幸いに思います。
　昨年の総会では兵庫商業高校の昭和44年卒業の
方3人とお会いできました。実に53年ぶりの邂逅
です。私がまだまだ未熟者で苦心惨憺・焦心苦慮
し、のた打ち回っていた頃の生徒さんです。僅か
2年間のお付き合いでしたが、本当に懐かしく、
思い出話に花が咲きました。
　生徒さん目線からの、私が知り得なかった、心
臓をくすぐられるような話もお聞きし感激しまし
た。思いもよらない至福の一時をいただき、感謝
に堪えません。
　コロナ禍のため長らく歌えなかった校歌も、今
年の総会では歌えるかも知れません。
  神港高校の、あの躍動感ある校歌「♪茅渟の浦
波　打ち寄せて　世界にひらく　大湊～」、
兵庫商業高校のバイオリン演奏が似合う、流れる
ような校歌「♪四季あざやかに　彩をなす　名も
鈴蘭の　陵上に～」、更に願わくは、あの土井晩
翠先生作詞の市立女子商業学校校歌「♪茅渟の海
の上　幾万の　船を浮かぶる　神戸の市～」も故
人となられた「ひめゆり会」元会長岡田文恵様、
同井上常子様を偲びつつ聞きたいものです。勿論
トリは神港橘高校校歌でしょう。
同窓会の発展と関係の皆様のご健勝を祈りつつ、
大きな声で歌いたいものです。



「同期会に参加して」
昭和41年卒（神港18回生）深野　啓子

　コロナ禍で自粛生活をしていましたが、延び延
びになっていた同期会が開催されることになり、
思い切って参加することにしました。
　十月十三日　ワクワクしながら東京駅から新幹
線にのりました。綺麗な富士山が見られますよう
に！‥・残念でした。妹と一緒に甲子園にいる叔
母を訪ねました。
　九十三歳で「口だけは達者だから」というのが
口ぐせ、久しぶりの叔母は年を取った（お互いさ
ま）と感じましたが頭はしっかりしていて元気な
姿に安心しました。
　十四日　幼い頃過ごした垂水区五色山、懐かし
くて五色塚古墳、歩道が整備され、頂上まで登る
ことが出来ました。淡路島や明石海峡大橋が一望
でき絶景スポットです。Ｓ.S子さんと垂水駅で待
ち合わせ、駅の周辺を歩く　あまりの変わりよう
に目をみはるばかりでした。ランチに食べた穴子
丼の味が忘れません。K.T子さんとモザイク・
ハーバーランドを散策し西村コーヒー店で休憩、
楽しいひとときでした。
　十五日　同期会当日、同じホテルに泊まってい
たS.K子さんとバスで市内を巡り楠公会館に向か
います。先ずはお参りをすませ、どきどきしなが
ら会場にはいりました。年を重ね、それぞれの人
生があるものの、あの時と同じ気持ちになれるの
は不思議な気がします。
　一人づつ近況を報告し、親睦を深めました。精
力的に仕事をされている方、ボランティアに生き
がいを感じている方等、いろんな話を聞き元気を
いただきました。私達の年齢になると、親を見送
り、自身の健康問題、介護等いろいろ問題が生じ
てきますが、元気で参加できることに幸せを感じ
ています。
　最後は校歌斉唱で無事終了しました。
　解散後は二次会の会場へ、カラオケ、お茶会に
別れて移動しました。
　十六日　帰途に就く。さようなら神戸！又来ま
す。
　幹事の皆様に心から感謝申し上げます。



昭和39年卒（神港16回生）宮本　幸信

「喜寿の祝」

　令和４年度の神港橘高校の同窓会に、久し振り
に出席しました。昭和20年生まれの神港高校16
回生の私達77歳の仲間が17名が元気に？出席し
ました。会場に入りますとテーブル上の番号16に
祝喜寿と赤で書かれたプレートに執行部の温かい
心使いが、うれしく思い感謝々々です。同窓会初
めての人達もいて喜んでいました。
　五月に今年は喜寿やなあ、どこかで集まろうか
日時、場所、会費等色々と意見を出し合いました
が、ある人が同窓会に合流すれば、もう考えなく
ていいんじゃないかと言うことで、皆賛成しまし
たが時間がなく連絡出来なかった方々には申訳あ
りませんでした。この書面をもってお詫びいたし
ます。
　さて会場を見渡すとお元気な先輩達の姿が少な
くなり、年には勝てないなあと寂しい感じもしま
したが、我々健康に留意して連絡を取り合い年一
度の同窓会に元気で出席したいと思います。
　会では楽しいイベントを初め回杉原会長のジャ
ンケン大会も有り全員の写真撮影、校歌と有りと
楽しかった学生時代に戻り有意義な一日となりま
した。来年も気に集まろうと言い合い同窓会を後
にしました。



令和４年度 同窓会運営協力金納入者名簿
協力金の納入ありがとうございました。 （卒業年・学校順）

昭和10年卒
女商15
河合(岡) 丕瑳子(故人)
※ ご子息の成一様から頂いています。
昭和12年卒
女商17
吉本(多田) 益子
昭和14年卒
女商19
菊田 敏子
昭和16年卒
一神19
塩﨑(川本) 節二
女商21
時實(河島) 澄子
昭和17年卒
一神34
上田 祐稔
田中 正夫
木村 泉三郎
女商22
城崎(宮城) 利江
赤井(垣尾) 初枝
昭和18年卒
一神35
谷口 薫
女商23
速水(若本) 信子
昭和19年卒
女商24
藍原 邦子
橋本(広瀬) 徳子
昭和21年卒
一神38
中島 章
改正 節夫
西垣 二一
北神16
石川 雅一
昭和22年卒
女商27
井関 節子
渡邉(吉田) 和代
北神17
竹内 孝士
昭和23年卒
一神40
小橋 和夫
吉田 章
一神併01
塔野岡 正次
昭和24年卒
女商29
村上(忠田) 伊勢子
女併02
久我(日野) 幸枝
寺西 和子
神港01
斎藤 一
村脇 邦利

北神併02
藤本 鹿蔵
村田 賢信
昭和25年卒
神港02
大島(米津) 栄子
昭和26年卒
神港03
関口(立神) 幸子
亀井(吉岡) 仲子
鈴蘭台03
福井 雄
昭和27年卒
神港04
山岡 孝三
昭和28年卒
神港05
鎗本 満保
浅田(鍛治) 鞆子
増田 清
中川 隆
藤井 稔
藤原 良一
藤木 克尚
八代 尚二
萬屋(松本) 員江
鈴木(鈴木) 達弥
昭和29年卒
神港06
塘(砂川) 佳子
中村 孝
濵田(鷲尾) 明美
神野 直昭
昭和30年卒
神港07
合田(合田) 仁子
妹尾 義雄
中野 憲治
中山 忠一郎
渡部(渡辺) きみ
三野(城井) 弘子
太田 喬久
白井(小鍜治) 佐智子
昭和31年卒
神港08
神崎(篠崎) 侑子
竹内 滋
浪花(岩倉) 冝栄
上谷(籠田) 暁美
上野 一二
鈴蘭台08
川付 猛志
藤本 大
昭和32年卒
神港09
有田 宏
五十川 昌代
大津 亮一
岡田(今中) 順子
幸田 穣二
竹池 文子

谷川 郁夫
前川 芳子
與茂(長手) 久栄
力丸(野間) ナオミ
井上 富平
阪口(上町) 栄
松下 茂
松本 武
谷口 孝之
古山 陽一
寺西 友宏
新美 健治
村主 德家
大山 幸徳
髙島 壽夫
昭和33年卒
神港10
小川(八代谷) 淑子
加茂 勝助
高井(春名) 美智子
森田 吉伸
岡崎(斉藤) 章子
石原 懿
兵商01
黒澤(玉川) 弘子
加納(相沢) より子
昭和34年卒
神港11
白井(太巻) 千賀子
中川 秀明
福田(藤村) 弥生
岡田(井上) 敏子
芝 一雄
濱田(岸本) 順子
山本 順一
兵商02
荒内 幸男
佐伯 武士
佐治 忠義
昭和35年卒
神港12
明田(日下) 恵
天羽(大迫) 正樹
泉田(高岡) 誠子
戎(宮下) 八重子
神田 英樹
森鼻 輝夫
横田(鈴木) 康生
山口 和男
進藤 勝彦
中井(岡村) 寿
兵商03
後藤 秀康
佐々木(林) 直美
千坂 喜勝
羽根 美智子
和田 隆正
下平(山崎) 博子
昭和36年卒
神港13
荒井(門内) 君江

上谷(高田) 萃代
惣谷 一夫
平尾 和輝
桝家(藤原) 小鈴
新見(進藤) みつ子
西田(寺尾) 泰子
田窪 洋三
徳納 靖久
飯尾(橋本) 正子
野村 雅文
林 誠敏
北尾(横山) 智子
兵商04
桐本 隆史
平田(長谷部) ひさ子
昭和37年卒
神港14
安藤(岡田) 良子
藤田 安吾
岡尾 靖正
亀野(渡田) 明子
山中(森田) 明美
松本(西口) 澄子
兵商05
上田 孝一
昭和38年卒
神港15
池田(簑蔭) 八重子
鵜飼 靖彦
小野沢(阿部) 幸子
川畑 武臣
増本(宮脇) 愛子
三崎 久夫
小林 和夫
甲谷(三木) 奈香子
兵商06
谷川 武
藤井 克利
昭和39年卒
神港16
太田 雅弘
大村(安田) 千鶴子
岡本(矢野) 三千子
竹本 稔
中村 純一
原田 克一
広田(呂) 鎭威
宮下(小野塚) 純子
宮本 幸信
伊井(小西) 芙美子
井澤(水島) 稔枝
橋本(池尻) 葉子
二星(見並) 洋美
橋本 一樹
小谷(井口) 栄子
川崎 善弘
兵商07
前田 勝也
昭和40年卒
神港17
井上 恵市

大石 勉
川井 修
北上(西原) 保則
久米(友安) 光子
郡 義信
小林 義正
佐々木(烏野) 愛子
柴谷(後藤) 雅博
野田 修
正木(林) 玉子
山下 裕三
山田 定雄
山谷 副就
塩見 隆司
涌井 宏明
赤穂(赤穂) 総代
吉田 孝司
松尾 碩男
善本(飯田) 正子
長江(張) 成善
兵商08
佐藤(中嶋) 博子
竹内(谷口) 知寿子
山元(酒井) 正子
西銘(鎌田) 睦子
昭和41年卒
神港18
赤田(堀尾) 孝子
天野 良一
坂口 義廣
阪本 治
瀬尾(芳賀) みどり
高森(中浜) 伸子
土佐 茂
西本(安藤) 節子
藤井 鶴子
三戸森(上田) 芳彦
錦織(加古) 清美
光内 治彦
大山(宮地) 英子
井上 幹雄
稲垣 敬治郎
上田 弘
星野(和田) 紀美子
兵商09
高階 孝信
平井(福山) 幸枝
石橋(時) 悦子
石坪(町垣) 明美
昭和42年卒
神港19
川脇 公明
酒井 和比古
笹木(正木) 静代
丹羽 博
箱木 一良
渡邊 俊子
兵商10
榊原 薫
堀川(宮内) 佳代子

南前 稔
川添(松尾) 育子
昭和50年卒
神港27
丸山 実
長永(吉田) 恵子
乾(中川) 真紀
兵商18
大和 保
昭和51年卒
神港28
山本(岡田) 博美
兵商19
濵口(番場) 美由紀
昭和52年卒
神港29
山本 隆
山本 陽子
大常 衣代
山本 和弘
兵商20
白阪 利昭
昭和53年卒
神港30
岡林 淳二
昭和54年卒
神港31
松下 和美
兵商22
長谷川 伸一
昭和55年卒
兵商23
武貞(芝崎) 和子
昭和56年卒
神港33
伊藤 雄康
古谷 俊二
古谷(金本) 理枝
梅木(鈴木) 美弥子
伊井(藤田) 裕美
昭和57年卒
神港34
銀子(金子) 勝博
中村 文男
松田 計俊
安田 広宣
兵商25
北(清) 佐代子
菅野(島田) 紀美枝
昭和58年卒
神港35
竹村 佳修
兵商26
湊川(中田) 文子
中 裕二
昭和61年卒
神港38
松本 正伸
三島(大倉) 喜世美
兵商29
綛田 育世

昭和43年卒
神港20
尼子 秀信
酒井 喜久夫
澤田 憲志
宮地 孝幸
澤田 憲志
名越 信次
兵商11
池田 克幸
後藤 数馬
山下 敏郎
井川 和夫
昭和44年卒
神港21
梶井(寺本) 裕子
山口 高志
兵商12
北垣(田畑) チイ子
永井 光男
村上 輝男
吉田(矢向) つる子
稲田 武
上田(山本) 日出子
昭和45年卒
神港22
常峰 一正
丸崎 節子
佐藤(藤原) 美恵子
杉原 守
南條(上野) 貴代子
林(小西) 和子
泉 利和
中村(難波) 陽子
名越(森) たかほ
昭和46年卒
神港23
阿部 孝司
渋谷 朝治
鶴谷 貢
橋上 一彦
兵商14
大迎 洋子
千葉 清后
丹家(三木) 志保美
昭和47年卒
神港24
松本 圭三
昭和48年卒
神港25
島田(岡原) 守
髙谷(髙谷) 恵子
兵商16
山本(上月) 章子
昭和49年卒
神港26
石田(前北) 三貴子
伊勢木 雅章
髙島 昭彦
兵商17
近藤 智之

昭和62年卒
神港39
西川(好岡) 知佐子
昭和63年卒
神港40
森田 清香
平成06年卒
兵商37
秋定 美幸
平成07年卒
兵商38
永吉 真由美
平成11年卒
神港51
名越 麻里子
兵商42
永吉 由香理
平成13年卒
兵商44
永吉 純二
平成14年卒
神港54
平田 直貴
平成20年卒
神港60
塩飽 隆成
平成22年卒
神港62
指月 恵梨奈
山根 和弥
平成23年卒
神港63
小川 彩加
平成25年卒
神港65
山本 祐毅
平成27年卒
神港67
原 菜摘
吉野 竜
平成28年卒
兵商59
森永 悠介
平成29年卒
兵商60
中間 恵裕
平成31年卒
神港橘01
大籔 都紀子
令和03年卒
神港橘03
財田 絃太郎
村本 暉
旧職員
榎 昭平
大月 民義
岡田 孝久
験馬 文照
下川 浩一郎
西村 英寿
木村 潮音





　神港高校と兵庫商業高校が統合されたことで神
港の卒業生である主人と共に同窓会等に参加する
ようになりました。初めて参加した時は、同世代
の方が殆ど参加していなく大先輩ばかりで場違い
な所へ来たようで緊張の連続でした。何回か参加
する中、顔見知りの方もでき気さくに声をかけて
下さる方もいて世代を超えての交流もいいです
ね！
　今回の新年交歓会は、用事があり遅れての参加
となった為、龍獅團が観れなかったのが凄く残念
でした。私達の時は全くなかった龍獅團ですが、
後輩の活躍が嬉しいですね。
　又、昭和30年卒業の先輩達がたくさん参加され
ていて、こんな風に仲良く集まれるっていいなぁ
とほっこりしました。私もなかなか同窓会の開催
ができていないので、このような機会を利用させ
て頂いて皆で集まるのも有りかなぁと思いました。
皆さんどんどん参加して下さいね｡

ことができました。ゆとりのある明るい校舎、広
い廊下、エレベーター、おしゃれな教室の窓、テ
ニスコート、電気はLED、国際大会もできる武道
場、体操部の鉄棒等の装置は完璧で地域の方々も
利用できる様にされていること、ダンス部のフロ
アーもあり、屋上のプールは景色が良いだけでな
く、非常時の備えでもあること、体育館は立派で
天井も高くバスケットゴールの多いこと、制服も
可愛いし、食堂も明るく清潔感があり、メニュー
も昔より色々増えていて、そこで作られているメ
ロンパンもありました。
　教頭先生が食堂の方にお声を掛けて下さり、５
人仲良く食券を買って、天ぷらうどんや唐揚げ丼
セット等を頂きました。とっても美味しかったで
す。
　合併した両校の良い伝統や校風が引き継がれて
いるように感じ嬉しく思いました。最後に尾久土
教頭先生、同窓会の方々にお世話になり、ありが
とうございました。

　12月の期末テストの最終日、神港昭和５２年卒
業生５人で、卒業以来初めて母校を訪ねました。
お忙しい中、尾久土教頭先生が案内と説明をして
下さったので、驚きつつ納得しながら、見学する

昭和57年卒(兵商25回生）菅野(島田)紀美枝

「新年交歓会に参加して」

神港昭和52年卒（29回生）橋本（畑田）英子

「母校見学させて頂いて」



　恩師、織田先生がきつい治療にも
耐えて病魔と闘っておられました
が、惜しまれながら2022年8月27
日にご逝去されました。
この度、広報部から寄稿依頼があ
り、僭越ではありますが、お世話に
なった１人として織田先生を偲んで

想い出を語りたいと存じます。
　私は1年生と3年生を受け持って頂きました。入学式
を終えてクラス分けで決まった1年4組に行くと、笑顔
でとても若い先生が待って居られました。年配の先生
を想像してましたので、入学式での緊張が教室に入っ
た途端にほぐれたのを覚えています。
　お話も分かり易く、口調も優しく、いい先生に出会え
たと喜びました。クラスの男子生徒は8名ですが、感覚
的には先生も含めて9名の男性仲間だったと記憶して
おります。
というのも先生との年齢が近いのもありますが、優し
い笑顔で接して頂ける、相談にのって頂ける兄貴的な
存在だったからです。
　高校生活は人生の中でとても大事な時期です。子供
から大人へと背伸びするとても難しい時期です。当時
は、スパルタが当たり前の時代です。しかし、先生は頭
ごなしに怒鳴るのが当たり前の昭和時代には数少な
い、今の令和でも通用する同じ目線での人間形成を考
えた指導をされた素晴らしい教師でした。
教育とは学科の点数だけではないんだと。ほとんどが
就職する商業学校の生徒が社会に出てからの生き方
や働き方等、とても大切な事を教えて頂いた恩師でも
あります。
　問題児ほど可愛いとよく言いますが、私が経験、実
感しましたので本当だと思いました。
先生は大阪へ所用で来られた時には必ず、私が勤務し
ていた阪神百貨店に寄って頂きました。お茶を飲みな
がら、食事をしながら、色々と気遣って頂きました。
　私が労働運動に傾注し労働組合の執行委員長に
なった時や阪急百貨店と統合し、H2O労連8000名の
会長就任時には、自分の事のように喜んで頂きまし
た。あの先生の優しい笑顔、温和な話し方を今も忘れ
ることはありません。これからも決して忘れません。所
用と言いながらもわざわざ卒業した教え子のフォロー
をなさっていたんだと今になって気づきました。
　1972年3月卒業後に1回クラス会を開催後、35年間
開かれずに54歳になり、交流があった数名でクラス会
を開きたいと先生にも相談しながら連絡を取り合っ
て、卒業42名の現状を調べて38名の消息が確認出
来、やっと2007年10月に35年ぶりに26名参加でクラ

ス会を開催することが出来ました。その時の主役は勿
論、先生でみんなの笑顔を見てとても喜んで頂くこと
が出来ました。
　その時の出席葉書が今も残っていますが、先生の出
席葉書の通信欄には次のように書かれていました。
『メモリーは昭和４７年のままです。わかるかなぁ？』
　きっと、気持ちは昔のままで再会しましょう。という
意味だったと私は思っています。
その後、季節を変えて数回、クラス会を開催。また、先
生を囲んで男性陣は飲み会、女性陣はランチ会を行
なっていましたが、コロナ禍でクラス会が開けず、
LINEでの交流をと『兵商1972年卒3年6組』グループ
LINEを作りました。
　コロナ禍でお会い出来ない中、先生の闘病生活を知
り、クラス会のメンバーはLINEと電話で先生を励ま
し、コロナが落ち着いたら再会したいから先生頑張っ
てください。と懸命に励まし、再会を願いましたがそれ
も叶わず、残念でなりませんが先生は旅立たれまし
た。
　しかし、先生はグループLINEではお元気です。そし
て私達に元気をくださいます。私達はこれからもグ
ループLINEで先生とお話を続けます。先生、今後も私
達に元気をください。
　まだまだ、書き足りませんが、織田先生、本当にあり
がとうございました。
　最後にクラス会を代表して織田先生のご冥福を心よ
りお祈りいたします。

昭和47年卒(兵商15回生)炬口　孝一

「恩師 織田林治先生を偲んで」
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ＴＥＬ 　070-1792-2210 ※原則として平日９時から17時まで
FAX　078-579-2210  

URL　https://shinkotachibanadosokai.com/
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　母校の本館２階に同窓会事務局があります。毎週木曜日の10時
から15時まで、事務局員や役員が詰めています。近くにお出での
際は、是非一度お立ち寄り下さい。また、同窓会に関するお問合
わせやご意見は、E-mail、ＦＡＸ、ＬＩＮＥでお聞かせ下さい。同期会
やクラス会の情報もお寄せ下さい。

神戸市立神港橘高等学校同窓会事務局神戸市立神港橘高等学校同窓会事務局

　3年余り続きました、コロナ禍でのマスク生活もようやく終わりに近づいて、普段通りの生活に戻ってきまし
た今年度は。同窓会の行事や各種イベントが開催されまして、会員の皆様にお会い出来る事を楽しみにしていま
す。会報へのご意見や、ご要望、或は寄稿などを是非お寄せ下さい。
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